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一

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
『
歴
史
の
概
念 

─
古
代
と
近
代
─
』
の
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
近
代
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
展
開
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

近
代
の
意
識
に
歴
史
の
観
念
が
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の
は
比
較
的
遅
く
、
よ
う
や
く

十
八
世
紀
の
残
り
三
分
の
一
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
は
比
較
的
急

速
に
進
み
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
う
ち
に
究
極
の
完
成
を
見
た
。
歴
史
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
形
而
上

学
の
中
心
概
念
で
あ
る⑵ 

。 

「
十
八
世
紀
の
残
り
三
分
の
一
」
と
は
一
七
六
七
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
ま
で
で
あ

る
が
、
こ
の
時
期
に
人
々
の
意
識
の
中
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
歴
史
を
題
材
に
し
た
小
説
や
戯
曲
が
書
か
れ
る
の
は
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

ゲ
ー
テ
の
『
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
』
の
初
演
は
一
七
七
四
年
で
あ
っ

た
し
、
八
〇
年
代
に
は
英
国
の
ス
コ
ッ
ト
に
影
響
を
与
え
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
テ
・
ナ

ウ
ベ
ル
ト
の
歴
史
小
説
が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
ア
ー
レ
ン
ト
の
念
頭
に
あ
る
の
は

こ
の
よ
う
な
文
芸
上
の
変
化
で
は
あ
る
ま
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
を
挙
げ
て
い
る
こ

と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
歴
史
哲
学
の
出
現
を
捉
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ド
イ

ツ
に
お
け
る
こ
の
分
野
で
の
最
初
の
重
要
な
著
作
は
ヘ
ル
ダ
ー
の
『
人
類
の
形
成

に
つ
い
て
の
歴
史
哲
学
の
試
み
』（
一
七
七
四
年
）
で
あ
る
。
す
ぐ
に
売
り
切
れ
る

ほ
ど
評
判
と
な
っ
た
。
改
訂
版
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
が
『
人
類
史
の
哲
学
の
た

め
の
構
想
』（
一
七
八
四
─
九
一
年
）
で
あ
る
。
こ
の
間
、
レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
人
類

の
教
育
』（
一
七
八
〇
年
）、
カ
ン
ト
の
『
世
界
市
民
的
意
図
を
持
つ
普
遍
史
に
つ

い
て
』（
一
七
八
四
年
）
が
書
か
れ
、
イ
エ
ナ
大
学
で
シ
ラ
ー
の
講
義
『
世
界
史
と

は
何
か
、 

ま
た
何
の
た
め
に
こ
れ
を
学
ぶ
か
』（
一
七
八
九
年
）
が
行
わ
れ
た
。
シ

ラ
ー
は
こ
の
時
既
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
独
立
戦
争
を
題
材
と
し
た
劇
作
品
『
ド
ン
・

カ
ル
ロ
ス
』
と
歴
史
書
「『
統
一
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
ス
ペ
イ
ン
政
府
か
ら
の
離
脱

の
歴
史
』
を
書
い
て
い
た
。

ア
ー
レ
ン
ト
が
言
う
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
人
々
の
歴
史
に
対
す
る
関

心
は
十
八
世
紀
の
後
半
に
急
速
に
高
ま
っ
た
し
、
歴
史
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
体

系
的
な
哲
学
的
思
考
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
で

ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
の
講
義
を
聴
い
た
グ
ツ
コ
ー
は
『
歴
史
の
哲
学
に
つ
い

て
』（
一
八
三
六
年
）
の
中
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
体
系
」
は
「
四
十
年
に
及
ぶ
ド
イ
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ツ
の
思
索
的
励
起
状
態
の
必
然
的
帰
結
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
そ
れ
ま
で
の

努
力
の
活
動
半
径
を
体
系
と
い
う
中
心
点
に
統
合
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」
と
も
書

い
て
い
る⑶ 
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
講
義
が
始
ま
っ
た
の
は
一
八
二
二
年
で
あ
る

か
ら
レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
人
類
の
教
育
』
か
ら
四
十
二
年
目
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
ヘ
ル
ダ
ー
や
レ
ッ
シ
ン
グ
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
る
ド
イ
ツ
歴
史
哲
学
の
歩
み

は
ア
ー
レ
ン
ト
が
考
え
る
ほ
ど
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
陰
惨
な

現
実
が
十
八
世
紀
の
楽
天
的
な
歴
史
像
を
打
ち
砕
い
た
か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
知
る
が
故
に
、
歴
史
哲
学
が
哲
学
の

一
分
野
で
あ
る
と
思
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
哲
学
の
担
い
手
は
必
ず
し

も
専
門
の
哲
学
者
で
は
な
い
。
先
に
挙
げ
た
人
物
の
う
ち
カ
ン
ト
を
除
け
ば
文
学

者
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
ス
ペ
イ
ン
の
叙
事
詩
『
シ
ッ
ド
』
の
翻
訳
や
諸
民
族
の

歌
謡
の
翻
訳
・
編
集
で
知
ら
れ
る
文
学
者
で
あ
っ
た
。
歴
史
や
言
語
の
起
源
を
論

じ
る
哲
学
者
で
も
あ
っ
た
。
レ
ッ
シ
ン
グ
も
劇
作
家
で
あ
る
と
と
も
に
数
々
の
芸

術
論
を
書
い
た
し
、
神
学
や
哲
学
に
関
す
る
著
述
も
多
い
。
シ
ラ
ー
と
言
え
ば
何

よ
り
も
ド
イ
ツ
近
代
演
劇
の
完
成
者
で
あ
る
が
、
同
時
に
優
れ
た
歴
史
家
で
あ
り
、

美
に
関
し
て
重
要
な
論
考
を
残
し
た
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
歴
史
哲
学
と

い
う
名
称
が
文
人
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
由
来
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
歴
史
が
古
来
よ
り
歴
史
家
と
詩
人
の
領
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
詩
学
』
の
第
九
章
で
歴
史
の
扱
い
を
め
ぐ

る
歴
史
家
と
詩
人
の
違
い
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
歴
史
家
が
「
実

際
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
」
の
に
対
し
て
、
文
学
者
は
「
何
が
起
こ
り
え
る

か
を
伝
え
る
。」「
文
学
は
歴
史
記
述
よ
り
哲
学
的
で
あ
り
真
面
目
な
も
の
だ
。
何

故
な
ら
、
文
学
は
普
遍
的
な
事
柄
を
よ
り
多
く
伝
え
る
が
、
歴
史
記
述
は
反
対
に

個
別
的
な
事
柄
を
伝
え
る
か
ら
で
あ
る⑷ 

。」
普
遍
性
と
個
別
性
を
文
学
（
叙
事
詩
と

ド
ラ
マ
）
と
歴
史
記
述
の
違
い
と
見
な
し
て
前
者
の
優
位
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

更
に
歴
史
が
演
劇
や
叙
事
詩
と
同
一
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
思
い
出
す
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
と
っ
て
歴
史
は
神
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
宇
宙

的
な
戯
曲
で
あ
り
叙
事
詩
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
ヘ
ル
ダ
ー
は
『
人
類
の
形
成
に
つ

い
て
の
歴
史
哲
学
の
試
み
』
に
お
い
て
歴
史
を
「
終
わ
り
の
な
い
ド
ラ
マ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」、「
神0

の
叙
事
詩

0

0

0

0

」、「
千
の
姿
を
見
せ
る
寓
話

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
見
な
し
て
い
る⑸ 

。
彼
に
と
っ
て
歴
史

は
詩
的
直
感
と
想
像
力
に
よ
っ
て
珍
し
い
木
々
や
鳥
た
ち
を
求
め
て
探
索
す
る
神

秘
の
森
で
あ
る
。
実
際
彼
は
こ
の
書
物
の
中
で
、
論
理
的
思
考
と
概
念
に
捕
ら
わ

れ
た
哲
学
者
た
ち
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
る
。
人
類
の
歴
史
を
幼
児
か
ら
成
人
に

至
る
人
間
の
成
長
に
例
え
る
な
ど
そ
の
論
述
は
多
分
に
物
語
的
で
あ
り
、
全
体
が

長
大
な
散
文
詩
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

ド
イ
ツ
の
歴
史
哲
学
に
と
っ
て
ヘ
ル
ダ
ー
が
い
か
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
は

グ
ツ
コ
ー
の
『
歴
史
の
哲
学
』
を
読
め
ば
分
か
る
。
グ
ツ
コ
ー
は
序
論
で
英
国
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
歴
史
哲
学
の
歩
み
を
概
観
し
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ

に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
ヘ
ル
ダ
ー
に
強
い
共
感
を
示
し
て
い
る
。「
詩
情
と
感
激
、

愛
情
」
に
よ
っ
て
イ
エ
ス
の
言
動
を
後
世
に
伝
え
た
聖
ヨ
ハ
ネ
に
喩
え
て
、「
自
然

と
い
う
偉
大
な
太
陽
寺
院
の
説
教
師⑹ 

」
と
呼
ぶ
ほ
ど
で
あ
る
。
グ
ツ
コ
ー
に
よ
れ

ば
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
特
質
は
具
象
へ
の
こ
だ
わ
り
と
人
間
性
（H

um
anität

）
へ
の
敬

意
に
あ
る
。「
ヘ
ル
ダ
ー
の
原
理
は
人
間
性
」
で
あ
り
、「
歴
史
に
お
け
る
哲
学
原

理
を
具
体
的
現
象
そ
の
も
の
の
内
に
見
い
だ
す⑺ 

。」「
人
間
性
」
と
は
「
人
間
の
揺

り
か
ご
と
棺
桶
に
押
し
寄
せ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
概
念
の
集
合
体
」
で
あ
り
、「『
人

間
に
か
か
わ
る
こ
と
で
私
に
関
係
の
な
い
も
の
は
な
い
』
と
い
う
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ



− 112 − − 113 −

「
世
界
史
は
世
界
の
審
判
な
り
」 

│ 

シ
ラ
ー
の
詩
句
と
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
歴
史
哲
学 

│ （
寺
岡
）

（19）

ス
的
精
神
、
情
熱
と
気
質
、
人
間
の
精
神
力
の
活
用
や
、
偶
然
の
出
来
事
の
活
用
か

ら
で
さ
え
展
開
し
う
る
文
化
の
花
々
」
で
あ
る⑻ 

。
ヘ
ル
ダ
ー
は
「
人
類
の
勝
利
の
喜

び
を
人
類
の
作
品
に
高
め
る
も
の
全
て
を
救
う
た
め
に
額
に
汗
し
て
作
業
」
す
る⑼ 

。

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
理
論
的
指
導
者
で
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ

ル
は
一
八
二
九
年
に
『
歴
史
の
哲
学
』
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
年
ウ
イ
ー

ン
で
行
っ
た
講
義
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
が
、
太
古
か
ら
現
代
ま
で
を
扱
っ
た
大

部
の
書
物
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
歴
史
哲
学
講
義
』
を
出
版
し
た
ガ
ン
ス
は
歴

史
哲
学
を
完
成
さ
せ
た
人
物
と
し
て
ヴ
ィ
ー
コ
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
並
ん

で
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
名
を
挙
げ
て
い
る⑽ 

。
一
八
二
八
年
と
い
え
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ベ

ル
リ
ン
大
学
で
歴
史
哲
学
講
義
を
行
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
ウ
イ
ー
ン
で
の
講

義
は
単
に
ヘ
ー
ゲ
ル
個
人
へ
の
対
抗
意
識
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
的
自
由
主
義
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
精
神
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
た
。
こ

の
講
義
で
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
啓
蒙
的
な
歴
史
観
に
対
抗
し
て
次
の
よ

う
に
主
張
す
る
。
歴
史
に
お
い
て
は
自
然
法
則
や
人
間
の
意
志
と
は
別
の
「
神
的

な
原
則
」
が
働
い
て
い
る
。
そ
れ
は
「
愛
情
深
く
終
末
に
向
か
っ
て
す
べ
て
を
導

く
神
意
（V

orsehung

）
の
目
に
見
え
る
手
」
で
あ
る⑾ 

。「
神
意
」
は
「
不
明
瞭
な

概
念
」
や
「
信
仰
の
決
ま
り
文
句
」、「
敬
虔
な
予
感
の
感
情
」
や
「
宗
教
的
な
想
像
」

で
は
な
く
、「
全
人
類
」
に
「
失
わ
れ
た
自
由
」
を
「
再
び
与
え
て
く
れ
る
」「
歴
史
的
・

現
実
的
な
」「
神
の
救
済
の
力
」
で
あ
る⑿ 

。
こ
の
よ
う
に
、
世
界
史
の
「
進
行
に
は

神
の
導
き
の
手
と
配
慮
が
認
識
で
き
る
」
も
の
の
、
一
方
で
は
神
の
力
を
阻
も
う

と
す
る
悪
の
勢
力
が
あ
る⒀ 

。
歴
史
の
初
期
段
階
に
は
「
こ
の
世
の
領
主
（Fürst 

dieser W
elt

）」
と
呼
ば
れ
、
武
勇
と
栄
華
に
よ
っ
て
直
接
世
界
を
支
配
し
て
い

た
が
、
人
間
が
神
へ
の
信
仰
に
目
覚
め
て
か
ら
は
地
上
か
ら
姿
を
消
し
、
目
に
見

え
な
い
「
時
代
精
神
」
と
な
っ
て
様
々
な
悪
し
き
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

初
期
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
い
て
は
極
端
な
分
派
精
神
と
し
て
出
現
し
て
、
信
仰

を
混
乱
さ
せ
た
。
中
世
に
は
「
教
会
と
国
家
」
の
間
に
「
不
和
」
を
生
じ
さ
せ
た⒁ 

。

近
代
の
初
め
に
は
「
完
全
な
信
仰
の
自
由
」
を
煽
っ
て
、「
流
血
の
分
裂
と
、
一
世

紀
以
上
に
及
ぶ
生
死
を
賭
け
た
殲
滅
戦
」
を
も
た
ら
し
た⒂ 

。「
す
べ
て
の
宗
教
の
完

全
な
平
等
」
は
「
完
全
な
無
関
心
」
を
生
み
、「
無
関
心
主
義
の
原
則
が
時
代
精
神

の
日
常
」
と
な
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
「
見
せ
か
け
の
平
穏
」
が
続
い
た
が
、

革
命
の
混
乱
と
災
い
が
出
現
し
た⒃ 

。

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
歴
史
は
善
と
悪
の
戦
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
グ

ツ
コ
ー
は
前
述
の
著
書
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
講
義
は

「
ロ
マ
ン
派
の
大
聖
堂
の
最
後
の
丸
屋
根
」
で
あ
る⒄ 

。「
神
の
救
済
秩
序
が
シ
ュ
レ
ー

ゲ
ル
の
叙
述
の
図
式
」
で
あ
る
。
中
世
に
お
い
て
は
「
ロ
ー
マ
の
聖
ペ
テ
ロ
寺
院

が
歴
史
の
中
心
点
」
で
あ
っ
た
が
、「
宗
教
改
革
、
理
性
、
背
教
の
時
代
が
始
ま
る
。」

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
悪
魔
（Satan

）
の
最
後
の
啓
示
」
で
あ
る⒅ 

。
こ
の
よ
う
な
歴

史
記
述
は
「
体
系
」
で
は
な
く
、「
反
論
し
う
る
が
反
証
し
得
な
い
信
仰
表
明
」
で

あ
る⒆ 

。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
の
徹
底
し
た
批
判
者
で
あ
る
。

一
八
二
一
年
の
メ
モ
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
根
本
的
誤
り
は
悪
魔
を
神
様
と
取
り
違
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
言

う
自
由
は
悪
の
原
則
で
あ
り
、
彼
の
法
は
罪
で
あ
る
。
民
族
精
神
の
中
で
発
展
す
る
世
界

精
神
は
反
キ
リ
ス
ト
の
展
開
に
他
な
ら
な
い⒇ 

。
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ヘ
ー
ゲ
ル
の
自
由
が
「
悪
の
原
則
」
で
あ
り
、「
世
界
精
神
」
が
「
反
キ
リ
ス
ト

の
展
開
」
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
自
由
の
意
識
の
展
開
が
世
界
史
で
あ
る
と

す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
考
え
を
悪
の
教
説
と
呼
ぶ
の
は
何
と
も
過
激
で
あ
る
。
周
知
の

よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
宗
教
改
革
、
啓
蒙
主
義
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
近
代
を
生
み
出

す
一
連
の
過
程
と
し
て
捉
え
た
。
自
由
の
意
識
が
信
仰
か
ら
思
考
へ
、更
に
は
政
治
・

社
会
へ
と
拡
大
す
る
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
通
じ
て
人
間
は
「
歴
史

0

0

の
最
終
段
階

0

0

0

0

0

」� 

に
到
達
し
た
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
言
う
。か
つ
て
ア
ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
は「
理

性
が
世
界
を
支
配
す
る
」
と
言
っ
た
が
、人
間
は
「
思
想
が
現
実
を
支
配
す
べ
き
だ
」

と
い
う
考
え
に
到
達
し
た
。
人
間
は
歴
史
上
初
め
て
「
頭
、即
ち
思
想
の
上
に
立
ち
、

現
実
を
思
想
に
従
っ
て
打
ち
立
て
る
」
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る� 

。
一
八
二
一
年

に
出
版
さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
要
領
』
は
歴
史
哲
学
的
な
考
察
で
締
め
く

く
ら
れ
て
い
る
が
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
批
判
は
国
家
を
扱
っ
た
節
の
最
後
に
置
か

れ
た
部
分
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
三
四
〇
）
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

情
念
、
利
害
、
目
的
、
才
能
と
美
徳
、
力
、
不
正
義
と
悪
徳
な
ら
び
に
外
面
的
な
偶
然

性
が
巨
大
な
現
象
の
時
空
で
繰
り
広
げ
る
極
度
に
波
乱
に
富
む
競
技
が
、
相
対
す
る
国
家

ど
う
し
の
関
係
の
中
に
・
・
・
入
り
込
ん
で
く
る
。
道
徳
性
の
全
体
、
国
家
の
独
立
性
が

偶
然
性
に
晒
さ
れ
る
よ
う
な
競
技
で
あ
る
。
民
族
精
神

0

0

0

0

の
諸
原
理
は
個
別
性
の
故
に
・
・
・

限
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
民
族
精
神

0

0

0

0

相
互
の
関
係
に
お
け
る
運
命
や
行
為
は
、
こ
れ
ら
の

精
神
の
有
限
性
の
弁
証
法
が
形
を
取
っ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
普
遍

0

0

精
神
、

即
ち
世
界
の
精
神

0

0

0

0

0

が
・
・
・
限
定
を
受
け
な
い
精
神
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。・
・
・
こ
の
精

神
が
有
す
る
権
限
は
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
世
界
の
審
判
で
あ
る
世
界
史
に
お
い
て
個
々

の
民
族
精
神

0

0

0

0

に
対
し
て
権
限
を
行
使
す
る� 

。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
歴
史
の
運
動
を
限
定
的
精
神
と
し
て
の
民
族
精
神
と
普
遍
精
神
と

の
関
係
か
ら
捉
え
て
い
る
。
国
家
相
互
の
関
係
、
交
流
や
対
立
は
民
族
精
神
の
活

動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
民
族
精
神
ど
う
し
が
接
触
し
ぶ
つ
か
り
合
う
中

で
、
情
熱
と
利
害
、
美
徳
と
悪
徳
が
混
じ
り
合
っ
て
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
み

出
さ
れ
る
。
個
々
の
国
家
は
嵐
に
翻
弄
さ
れ
、
そ
の
存
亡
も
無
秩
序
で
気
ま
ぐ
れ

な
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
か
に
見
え
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
歴
史
を
こ
の
よ
う
に
表
象
す

る
時
、
脳
裏
に
あ
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
既
存
の

秩
序
を
破
壊
し
た
だ
け
で
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
深
刻
な
政
治
的
・
社
会
的
混
乱

を
も
た
ら
し
た
。
長
年
に
及
ぶ
内
戦
、
テ
ロ
ル
、
諸
外
国
と
の
戦
争
に
よ
っ
て
多

く
の
人
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
秩
序
が
回
復
す
る
の
は
一
八
一
五
年
。『
法
哲
学
要

領
』
が
出
る
六
年
前
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
か
つ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
姿
に
世
界
精

神
の
具
現
を
見
た
。
彼
の
政
治
的
・
軍
事
的
才
能
に
魅
了
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
彼
も
ま
た
運
命
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
歴
史
の
舞
台
か
ら
放
擲
さ
れ
る
。
国

家
や
民
族
、
個
人
の
運
命
を
翻
弄
す
る
こ
の
よ
う
な
出
来
事
を
通
じ
て
普
遍
的
な

精
神
が
姿
を
現
す
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
世
界
精
神
と
名
付
け
る
こ
の
原
理
は
、
民
族
精

神
の
よ
う
に
時
間
的
・
空
間
的
な
限
定
を
受
け
な
い
。
そ
れ
は
圧
倒
的
な
力
を
持
ち
、

民
族
精
神
や
こ
れ
を
体
現
す
る
国
家
の
盛
衰
を
決
定
す
る
。
世
界
精
神
が
有
す
る

絶
対
的
な
権
限
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
神
の
審
判
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
表
現
は
す
で
に
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
の
『
哲
学
大
系
』（
一
八
一
七
年
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ（
特
定
の
民
族
精
神
）は
限
定
的
な
精
神
と
し
て
普
遍
的
世
界
史

0

0

0

0

0

0

の
中
に
歩
み
入
る
。

世
界
史
の
出
来
事
を
演
じ
る
の
は
個
々
の
民
族
精
神
が
織
り
な
す
弁
証
法
、
即
ち
世
界
の

0

0

0

審
判

0

0

で
あ
る� 

。
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「
世
界
史
は
世
界
の
審
判
な
り
」 

│ 

シ
ラ
ー
の
詩
句
と
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
歴
史
哲
学 

│ （
寺
岡
）

（21）

ヘ
ー
ゲ
ル
は
歴
史
上
の
民
族
、
文
明
の
興
亡
の
背
後
に
目
に
見
え
ぬ
論
理
が
働

い
て
い
る
と
考
え
た
。
例
え
ば
ロ
ー
マ
人
。
彼
ら
の
行
為
や
建
造
物
を
通
じ
て
あ

る
種
の
精
神
傾
向
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
に
固
有
の
傾
向
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

歴
史
の
全
体
の
中
で
は
歴
史
的
使
命
と
も
い
う
べ
き
特
別
な
意
味
を
持
つ
。
ギ
リ

シ
ア
人
は
ギ
リ
シ
ア
人
独
自
の
精
神
傾
向
を
も
ち
な
が
ら
、
歴
史
の
中
で
特
別
な

役
割
を
果
た
す
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
精
神
傾
向
、

歴
史
的
役
割
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
民
族
精
神
で
あ
る
。
民
族
精
神
は
歴
史
全

体
の
原
理
で
あ
る
普
遍
精
神
の
一
部
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
を
有
し
、
そ
れ

を
実
現
す
る
過
程
で
興
隆
し
、
没
落
す
る
。
民
族
精
神
ど
う
し
の
相
互
作
用
、
交

流
や
抗
争
を
通
じ
て
世
界
史
が
形
作
ら
れ
る
が
、
限
定
的
な
精
神
で
あ
る
民
族
精

神
の
運
動
の
中
か
ら
普
遍
精
神
が
姿
を
現
す
の
で
あ
る
。

世
界
史
を
審
判
と
な
ぞ
ら
え
る
の
は
シ
ラ
ー
の
詩
句
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ

る
。
シ
ラ
ー
の
『
あ
き
ら
め
（Resignation

）』
に
「
世
界
の
歴
史
が
世
界
の
審
判

な
の
だ
」（D

ie W
eltgeschichte ist das W

eltgericht
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

十
九
世
紀
を
通
じ
て
こ
の
詩
句
は
シ
ラ
ー
の
意
図
と
は
無
関
係
に
通
俗
的
な
歴
史

観
を
表
す
格
言
と
し
て
流
布
し
た
。
ビ
ュ
ー
ヒ
マ
ン
の『
名
言
辞
典
』（
一
八
六
四
年
）

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る� 

。
十
九
世
紀
の
人
々
は
こ
の
言
葉
を
「
歴
史
の
大
事
件
を

通
し
て
神
の
意
志
が
示
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
に
理
解
し
た
。
背
景
に
あ
る
の
は

解
放
戦
争
を
契
機
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の

侵
攻
は
ド
イ
ツ
諸
邦
の
人
々
に
と
っ
て
未
曽
有
の
大
事
件
で
あ
っ
た
。『
ラ
イ
ン
の

メ
ル
ク
ー
ル
紙
』
一
八
一
五
年
六
月
三
日
号
に
『
ド
イ
ツ
の
歴
史
に
つ
い
て
』
と

い
う
匿
名
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
の
二
週
間
前
で
あ
る
。『
ラ

イ
ン
の
メ
ル
ク
ー
ル
紙
』
は
ド
イ
ツ
の
独
立
と
統
一
、
自
由
を
目
指
す
ヨ
ー
ゼ
フ
・

ゲ
レ
ス
の
新
聞
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
抗
す
る
論
陣
を
張
っ
て
い
た
。
こ
の

中
で
論
者
は
シ
ラ
ー
の
詩
句
を
引
用
し
な
が
ら
歴
史
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の
重
要

性
を
強
調
し
て
い
る
。
歴
史
は
民
族
を
映
す
鏡
で
あ
る
か
ら
、
教
育
を
通
じ
て
ド

イ
ツ
人
の
歴
史
意
識
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
人
の
一
生
が
そ
の
人
の
存
在

意
味
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
民
族
は
「
時
間
の
中
で
の
み
生
き
る
」
の
で
あ
る� 

。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ラ
ー
の
詩
句
を
直
接
引
用
し
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
シ
ラ
ー

の
詩
は
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
勿
論
、
こ
の
言
葉
が
偉
大
な
詩

人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
通
俗
的
な
格
言
や
煽
情
的
な
政

治
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
流
布
し
て
い
る
こ
と
を
苦
々
し
く
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

シ
ラ
ー
の
引
用

0

0

は
民
族
感
情
に
酔
い
し
れ
る
人
々
へ
の
あ
て
こ
す
り
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
神
の
正
義
と
全
能
性
、
厳
格
性
を
象
徴
す
る
世
界
の
審
判
は
恐

ろ
し
い
罰
と
地
獄
の
業
火
を
想
起
さ
せ
る
。
旧
約
聖
書
が
物
語
る
災
厄
や
民
族
の

受
難
を
連
想
さ
せ
る
。
疫
病
や
飢
餓
、
殺
戮
や
掠
奪
な
ど
悲
惨
な
出
来
事
を
表
す

の
に
相
応
し
い
観
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
世
界
史
は
神
の
怒

り
や
劫
罰
の
記
録
で
は
な
い
。
世
界
精
神
た
る
普
遍
的
理
性
が
自
ら
の
自
由
を
意

識
し
、
現
実
化
す
る
場
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
世
界
の
審
判
と
い
う
比
喩
の
有
効
性

に
自
ら
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。『
法
哲
学
要
綱
』
パ
ラ
グ
ラ
フ
三
百
四
十
二
を
見
て

み
よ
う
。

そ
の
上
、
世
界
史
は
力0

に
よ
る
単
な
る
審
判
、
即
ち
、
盲
目
的
な
運
命
の
命
じ
る
抽
象

的
で
不
合
理
な
必
然
性
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
自
己
の
自
由
に
つ
い
て
の
理
解

0

0

か
ら
、
理

性
の
諸
要
素

0

0

0

が
、
そ
れ
と
同
時
に
自
己
意
識
と
自
由
が
必
然
的
に
展
開
さ
れ
る
過
程
で
あ

り
、
普
遍
精
神

0

0

0

0

の
解
釈
と
現
実
化

0

0

0

で
あ
る� 

。



− 108 − − 109 − （22）

ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
こ
で
世
界
史
の
原
理
が
運
命
の
如
き
「
不
合
理
な
必
然
性
」
で

は
な
く
、
自
由
の
意
識
化
と
現
実
化
を
目
的
と
す
る
合
理
的
理
性
の
運
動
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
審
判
の
比
喩
が
世
界
史
に
つ
い
て
誤
っ
た
観
念
を
与
え
る
こ

と
を
危
惧
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
旧
約
の
神
の
暴
君
的
な
振
る
舞
い
と
、
ギ

リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
世
界
に
お
け
る
運
命
の
理
不
尽
な
仕
打
ち
を
想
起
さ
せ
る
と
心

配
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
と
似
た
言
説
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
『
哲
学
大
系
』

に
あ
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
四
五
〇
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
由
と
自
由
の
業
務
は
最
高
に
し
て
絶
対
的
な
権
限

0

0

で
あ
る
。
あ
る
特
定

の
民
族
の
自
己
意
識
は
・
・
・
普
遍
精
神
の
こ
の
度
の
発
展
段
階
の
担
い
手
で
あ
り
、
普

遍
精
神
が
そ
の
意
志
を
示
す
客
観
的
現
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
絶
対
的
意
志
に
対
し
て

他
の
個
別
の
民
族
精
神
の
意
志
は
権
限
を
持
た
な
い
。
し
か
し
、
絶
対
的
意
志
は
特
定
の

発
展
段
階
で
あ
る
そ
の
都
度
の
所
有
物
を
同
じ
よ
う
に
乗
り
捨
て
て
、
偶
然
と
審
判
に
引

き
渡
す� 

。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
民
族
精
神
は
普
遍
精
神
の
一
部
分
で
あ
る
。
普
遍
精
神

の
発
展
段
階
の
一
つ
を
担
う
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
民
族
精
神
は
他
の
民

族
精
神
に
対
し
て
「
絶
対
的
な
権
限

0

0

」
を
有
す
る
。
し
か
し
、
普
遍
精
神
に
与
え

ら
れ
た
役
割
を
終
え
る
や
、
そ
の
運
命
は
「
偶
然
と
審
判
」
に
委
ね
ら
れ
る
。
別

の
民
族
精
神
が
普
遍
精
神
の
次
の
発
展
段
階
を
担
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
普
遍
精

神
は
用
済
み
と
な
っ
た
民
族
精
神
を
情
け
容
赦
な
く
見
捨
て
る
が
、自
ら
が
「
審
判
」

を
下
す
わ
け
で
は
な
い
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
批
判
者
で
あ
っ
た
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
も
歴
史
に
つ
い
て
の
草
稿

（
一
八
二
三
年
）
で
シ
ラ
ー
の
詩
句
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

歴
史
上
及
び
道
徳
上
の
最
大
の
危
機

0

0

0

0

0

は
世
界
の
審
判

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
シ
ラ
ー
の
言
う
よ
う
に

「
世
界
の
歴
史
が
世
界
の
審
判
」
で
は
な
い
。
反
対
に
、
世
界
史
が
世
界
の
審
判
を
解
く
鍵0

な
の
で
あ
る� 

。

一
八
二
六
年
に
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

世
界
の
審
判

0

0

0

0

0

は
世
界
の
歴
史
で
あ
る
。
即
ち
、
世
界
史
の
完
成

0

0

0

0

0

0

と
終
結

0

0

及
び
そ
の
宣
言

で
あ
る
。
い
わ
ば
謎
の
言
葉

0

0

0

0

で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
読
み
解
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

今
日
ま
で
読
み
解
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た� 

。

後
で
見
る
よ
う
に
、
シ
ラ
ー
の
詩
は
彼
岸
の
実
在
性
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の

世
の
出
来
事
が
全
て
で
あ
る
。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
そ
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
て

い
た
。
そ
れ
故
、
シ
ラ
ー
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
歴
史
は
審
判
に
取
っ
て
代
わ

る
も
の
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
神
の
審
判
で
あ
っ
て
、
歴
史
は
神
の
意
志
を
映

し
出
す
鏡
で
あ
り
、
神
意
を
読
み
解
く
手
が
か
り
に
す
ぎ
な
い
。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル

は
シ
ラ
ー
が
現
象
と
本
質
を
取
り
違
え
て
い
る
と
考
え
た
よ
う
だ
。
シ
ュ
レ
ー
ゲ

ル
の
言
う
「
世
界
の
審
判
」
と
は
字
義
通
り
神
に
よ
る
裁
き
、
即
ち
最
後
の
審
判

で
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

グ
ツ
コ
ー
は
『
歴
史
の
哲
学
』
の
中
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
講
義
が
「
四
十
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「
世
界
史
は
世
界
の
審
判
な
り
」 

│ 

シ
ラ
ー
の
詩
句
と
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
歴
史
哲
学 

│ （
寺
岡
）

（23）

年
に
及
ぶ
ド
イ
ツ
の
思
索
的
励
起
状
態
の
必
然
的
帰
結
」
で
あ
る
と
書
い
た
が
、

一
方
で
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
歴
史
に
対
し
て
寛
容
な
態
度
を
取
る
が
、
そ
れ
は
道
徳
を
危
機

に
陥
れ
る
。
私
は「
世
界
の
歴
史
が
世
界
の
審
判
な
の
だ
」と
い
う
五
脚
の
フ
レ
ー

ズ
に
し
が
み
つ
き
は
し
な
い
。
何
故
な
ら
、
歴
史
に
お
い
て
何
百
万
も
の
人
々

の
涙
は
乾
か
ず
、
幾
多
の
犯
罪
が
処
罰
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
り
、
権
限
は
常
に

強
い
者
の
方
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
必
然
性
を
見

る
の
な
ら
、
自
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
？
・
・
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
に
は
、
ロ

ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
は
道
徳
的
責
任
能
力
が
な
か
っ
た
の
か
？
世
界
精
神
は
、
人

間
が
発
し
た
偉
大
な
言
葉
の
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
な
の
か
？� 

カ
ー
ル
・
グ
ツ
コ
ー
は
『
ネ
ロ
』
や
『
疑
う
女
ヴ
ァ
リ
ー
』
で
知
ら
れ
る
小
説

家
・
劇
作
家
・
文
芸
評
論
家
で
あ
る
。『
疑
う
女
ヴ
ァ
リ
ー
』〈
一
八
三
五
年
〉
の

大
胆
な
裸
体
描
写
や
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
よ
っ
て
言
論
弾
圧
を
招
い
た
。『
歴
史
の

哲
学
』
は
拘
束
中
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
ゲ
オ
ル
ク
・
ビ
ュ
ー
ヒ
ナ
ー
の
『
ダ

ン
ト
ン
の
死
』
の
出
版
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
直
接
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
恐
怖
政
治
を
題
材
に
し
た
こ
の
作
品
は
歴
史
の
冷
酷
な

必
然
と
人
間
の
無
力
を
描
き
出
し
て
い
る
。
第
二
幕
第
五
場
で
ビ
ュ
ー
ヒ
ナ
ー
は

虐
殺
の
悪
夢
に
苛
ま
れ
る
ダ
ン
ト
ン
の
苦
悩
を
描
い
て
い
る
。
一
七
九
二
年
に
起
っ

た
九
月
虐
殺
事
件
で
あ
る
。
妻
ジ
ュ
リ
ー
は
、
革
命
が
直
面
し
て
い
た
困
難
な
状

況
を
思
い
出
さ
せ
て
、
ダ
ン
ト
ン
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
す
る
。
諸
国
の
王
た
ち

の
軍
隊
が
パ
リ
に
迫
っ
て
い
て
、何
も
し
な
け
れ
ば
「
共
和
国
は
滅
ん
だ
」
と
言
う
。

「
あ
な
た
は
祖
国
を
救
っ
た
」
と
慰
め
る� 

。
こ
れ
に
対
し
て
、
ダ
ン
ト
ン
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

そ
う
だ
、
俺
は
祖
国
を
救
っ
た
。
あ
れ
は
正
当
防
衛
だ
っ
た
。
我
々
は
、
そ
う

せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
十
字
架
上
の
あ
の
男
は
気
楽
な
も
の
だ
っ
た
。
罪

の
誘
惑
は
必
ず
や
来
る
、し
か
し
、そ
れ
を
来
た
ら
す
者
は
災
い
で
あ
る
。
必
ず
や
、

そ
う
だ
、
こ
の
必
ず
や
と
い
う
言
葉
だ
。
必
然
の
呪
い
の
か
か
っ
た
手
を
一
体
誰

が
呪
お
う
と
い
う
の
か
。
誰
が
必
然

0

0

と
い
う
言
葉
を
発
し
た
の
か
。
誰
が
？
我
々

の
中
に
あ
っ
て
淫
売
し
、
嘘
を
つ
き
、
物
を
盗
み
、
人
を
殺
す
も
の
は
何
な
の
か
。

我
々
は
、
見
知
ら
ぬ
力
に
よ
っ
て
、
針
金
で
動
か
さ
れ
る
人
形
だ
。
我
々
自
身
は

無
だ
。
無
な
の
だ
！
幽
霊
同
士
が
戦
う
時
の
刀
に
す
ぎ
な
い
。
手
だ
け
が
見
え
な

い
の
だ
。
お
と
ぎ
話
の
よ
う
に
ね� 

。

人
間
の
意
志
の
自
由
を
根
底
か
ら
否
定
す
る
こ
の
台
詞
に
グ
ツ
コ
ー
は
衝
撃
を

受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
グ
ツ
コ
ー
は
、
世
界
精
神
の
名
で
人
間
の
行
為
を
免
罪
す

る
立
場
を
否
定
す
る
。『
歴
史
の
哲
学
』
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

人
々
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
さ
え
、
あ
ら
ゆ
る
責
任
を
免
除
し
よ
う
と
す
る
。
残

酷
き
わ
ま
り
な
い
あ
の
悲
劇
的
な
ド
ラ
マ
を
演
じ
た
概
念
だ
け
を
、
運
命
の
必
然

性
の
暗
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
を
、
そ
こ
に
見
よ
う
と
す
る
。
あ
る
党
派
を
、
別
の

党
派
と
同
じ
よ
う
に
、
世
界
精
神
に
教
え
込
ま
れ
た
役
割
を
演
じ
た
と
見
做
す
の

で
あ
る� 
。
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ダ
ン
ト
ン
の
台
詞
を
念
頭
に
置
い
て
書
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、「
世
界

精
神
に
教
え
込
ま
れ
た
役
割
を
演
じ
た
」
と
い
う
部
分
は
英
国
革
命
に
つ
い
て
の

ハ
イ
ネ
の
言
葉
を
思
い
出
さ
せ
る
。
ハ
イ
ネ
は『
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
』（
一
八
三
一
年
）

に
お
い
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
屍
体
を
見
つ
め
る
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
を
描
い
た
ド

ラ
ロ
ー
シ
ュ
の
絵
を
論
じ
て
い
る
が
、
画
布
に
描
か
れ
た
二
人
の
人
物
に
つ
い
て

こ
う
述
べ
て
い
る
。

あ
る
い
は
彼
ら
は
英
雄
そ
の
人
で
は
な
く
、
世
界
の
支
配
人
か
ら
役
割
を
与
え
ら
れ
た

の
に
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
二
つ
の
相
争
う
原
理
を
演
じ
て
い
る
俳

優
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か� 

。

こ
の
文
に
は
明
ら
か
に
世
界
劇
場
（T

heatrum
 M

undi
）
の
観
念
が
投
影
さ
れ

て
い
る
。
同
時
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
考
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ

て
カ
エ
サ
ル
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
よ
う
な
歴
史
的
英
雄
は
「
世
界
精
神
の
業
務
執
行

者
」
た
る
役
割
を
担
わ
さ
れ
る� 

。
彼
ら
は
超
越
者
の
「
手
段
で
あ
り
道
具
」
で
あ

る
の
に
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い� 

。
グ
ツ
コ
ー
も
ま
た
ダ
ン
ト
ン
の
台
詞
の
背
後

に
ヘ
ー
ゲ
ル
を
見
て
い
る
。
実
を
言
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
中
に
必
然
の
力
を

見
た
の
は
ヘ
ー
ゲ
ル
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
を
書
い
た
ミ
ニ
ェ
や
テ
ィ

エ
ー
ル
も
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
進
行
の
中
に
必
然
性
を
見
た
の
で
あ
る
。
ミ
ニ
ェ
に

よ
れ
ば
革
命
の
「
様
々
な
局
面
は
殆
ど
必
然
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
抗
い
が
た

い
力
」
が
作
用
し
て
い
る� 

。
か
か
る
「
力
」
の
源
泉
は
事
件
の
原
因
と
人
々
の
情

念
に
あ
る
。
革
命
が
生
じ
た
の
に
は
し
か
る
べ
き
原
因
が
あ
り
、
こ
の
原
因
が
な

く
な
ら
な
い
限
り
同
じ
よ
う
な
革
命
が
起
こ
る
し
、
革
命
が
呼
び
覚
ま
し
た
人
々

の
情
念
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
暴
力
・
逸
脱
行
為
は
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

残
虐
行
為
や
恐
怖
政
治
が
あ
っ
た
に
せ
よ
革
命
は
成
就
し
た
の
で
あ
る
。「
し
か
し
、

無
政
府
状
態
や
専
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
。
革
命
の
間
に
古
い

社
会
は
破
壊
さ
れ
、
新
し
い
社
会
の
基
盤
は
皇
帝
権
力
の
下
で
強
固
な
も
の
に
な
っ

た� 

。」ナ
ポ
レ
オ
ン
を
革
命
の
完
成
者
と
見
な
す
こ
と
に
お
い
て
は
テ
ィ
エ
ー
ル
も
同

じ
で
あ
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
推
移
を
「
君
主
制
的
、
共
和
主
義
的
、
民
主

主
義
的
」
な
段
階
を
経
て
「
軍
事
的
」
な
段
階
を
も
っ
て
終
了
し
た
と
考
え
た� 

。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
出
現
に
つ
い
て
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
十
八
日
の

革
命
に
つ
い
て
は
」、「
自
由
を
圧
殺
す
る
ク
ー
デ
タ
」
だ
と
か
、「
無
政
府
状
態
に

終
止
符
を
打
つ
必
要
な
行
為
」
で
あ
っ
た
と
か
様
々
に
言
わ
れ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
神
秘
的
な
課
題
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
現
れ
た
と
、

答
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
彼
は
自
ら
予
感
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
課
題
を
運
命
か

ら
与
え
ら
れ
、
果
そ
う
と
す
る
つ
も
り
が
な
い
ま
ま
に
、
こ
れ
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
彼

は
自
由
を
継
承
す
る
た
め
に
出
現
し
た
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
自
由
に
は
、
ま
だ
存

続
す
る
力
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
出
現
し
た
の
は
、
革
命
を
世
界
中
で
、
君
主

制
的
形
態
の
下
で
、
継
続
す
る
た
め
で
あ
る� 

。

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
自
ら
の
役
割
を
知
ら
な
い
ま
ま
運
命
に
命
じ
ら
れ
て
共
和
制
の

確
立
と
拡
大
と
い
う
歴
史
的
使
命
を
果
し
た
と
い
う
の
だ
が
、
こ
れ
は
「
理
性
の

狡
知
」
に
つ
い
て
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
考
え
と
同
じ
で
あ
る
。
歴
史
を
主
導
す
る
の
は

理
性
も
し
く
は
普
遍
的
理
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
直
接
に
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
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る
こ
と
は
な
い
。
目
的
を
達
す
る
た
め
に
偉
大
な
個
人
、
歴
史
的
人
物
を
手
段
と

し
て
用
い
る
。

対
立
と
戦
い
、
危
険
の
中
に
身
を
置
く
の
は
普
遍
的
理
念
で
は
な
い
。
そ
れ
は
攻
撃
を

受
け
る
こ
と
も
傷
つ
く
こ
と
も
な
く
背
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
自
ら
の
た
め
に

（
人
間
の
）
情
念
を
働
か
せ
、
自
ら
が
実
在
と
な
る
た
め
に
使
用
す
る
事
物
が
損
失
や
被
害

を
蒙
る
こ
と
を
理
性
の
狡
知
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
る� 

。

世
界
精
神
の
業
務
執
行
者
と
し
て
の
使
命
を
持
っ
た
こ
れ
ら
世
界
史
的
個
人
の
運
命
を

一
瞥
す
れ
ば
、
そ
れ
は
決
し
て
幸
福
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
人
生
を
静
か
に
味
わ
う
こ

と
は
な
か
っ
た
し
、
彼
ら
の
一
生
は
労
働
と
苦
労
で
あ
っ
た
。
情
念
だ
け
が
彼
ら
の
本
性

で
あ
っ
た
。
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
と
彼
ら
は
空
っ
ぽ
の
さ
や
の
よ
う
に
落
ち
る
。
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
大
王
の
よ
う
に
早
死
に
す
る
か
、
カ
エ
サ
ル
の
よ
う
に
殺
さ
れ
る
か
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
よ
う
に
聖
ヘ
レ
ナ
島
へ
移
送
さ
れ
る
の
で
あ
る� 

。

グ
ツ
コ
ー
の
ヘ
ー
ゲ
ル
批
判
は
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ラ
ン
ケ
の
そ
れ
と
驚
く
ほ
ど
似

て
い
る
。
ラ
ン
ケ
は
一
八
五
四
年
秋
バ
イ
エ
ル
ン
国
王
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
二
世
に

歴
史
の
歩
み
に
つ
い
て
講
義
し
た
。
講
義
の
冒
頭
で
「
ヘ
ー
ゲ
ル
派
」
の
考
え
を

論
難
し
て
い
る
。
彼
ら
の
見
解
に
従
え
ば

理
念
だ
け
が
自
律
的
な
生
命
を
持
ち
、
人
間
は
す
べ
て
理
念
で
満
た
さ
れ
た
単
な
る
影

あ
る
い
は
図
式
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
世
界
精
神
が
い
わ
ば
詐
欺
に
よ
っ
て
事
物

を
産
み
出
し
、
目
的
を
達
す
る
た
め
に
人
間
の
情
熱
を
利
用
す
る
と
い
う
教
説
に
は
神
と

人
間
に
つ
い
て
の
ど
う
に
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
観
念
が
あ
り
ま
す� 

。

「
普
遍
的
で
指
導
的
な
意
志
が
人
類
の
発
展
を
あ
る
地
点
か
ら
別
の
地
点
へ
と
促

す
」
と
い
う
考
え
は
「
人
間
の
自
由
を
ま
さ
に
廃
止
し
て
、
意
志
を
持
た
な
い
道

具
に
人
間
を
」
作
り
変
え
る
こ
と
に
な
る� 

。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
歴
史
に
お
け
る
人
間
の

自
由
意
志
を
認
め
な
い
。
世
界
精
神
の
論
理
の
前
に
は
人
間
の
良
心
や
迷
い
、
決

断
な
ど
何
の
意
味
も
な
い
。
も
っ
と
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
世
界
精
神
は
、
旧
約
の
神

が
ヨ
ナ
に
対
し
て
行
っ
た
よ
う
に
行
為
を
強
制
す
る
こ
と
は
な
い
。
人
間
の
情
念

や
欲
望
を
自
ら
の
目
的
に
利
用
す
る
だ
け
で
あ
る
。
歴
史
的
人
物
た
ち
は
あ
く
ま

で
も
自
分
の
欲
求
を
貫
く
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
利
害
追
求
が
世
界
精
神
の

戦
略
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

一
方
、
グ
ツ
コ
ー
に
と
っ
て
歴
史
の
主
体
は
人
間
で
あ
る
。
歴
史
は
い
わ
ば
自

然
の
大
理
石
で
あ
り
、
人
間
は
「
目
に
は
見
え
な
い
が
自
身
に
備
わ
っ
て
い
る
指

針
に
従
っ
て
」
意
味
あ
る
も
の
を
作
り
出
す
。「
指
針
」
と
は
人
間
の
「
胸
中
」
に

居
住
す
る
「
神
的
な
理
想
」
で
あ
る� 

。
こ
の
「
理
想
」
は
「
神
自
身
」
で
あ
り
、

ま
た
、「
わ
れ
わ
れ
の
崇
高
な
諸
概
念
の
原
型
（U

rtypus

）」
で
あ
り
「
世
界
創
造

の
胎
内
で
の
事
物
の
始
ま
り
か
ら
静
か
に
存
在
す
る
理
念
の
基
盤� 

」
で
あ
る
。
人

間
は
「
自
ら
の
中
に
あ
る
原
型
、
神
を
作
り
出
す
た
め
に
生
き
る
」
の
で
あ
る� 

。

グ
ツ
コ
ー
は
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
批
判
の
中
で
シ
ラ
ー
の
詩
句
を
引
用
し
て
い
る
。

五
脚
の
イ
ア
ン
ボ
ス
で
あ
る� 

。
グ
ツ
コ
ー
は
「
世
界
の
審
判
」
を
神
に
よ
る
裁
き

の
意
味
に
取
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
神
の
存
在
に
疑
問
を
抱
い
て

い
た
グ
ツ
コ
ー
は
歴
史
に
お
け
る
正
義
の
実
現
を
素
朴
に
信
じ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
行
為
の
責
任
を
自
覚
す
る
こ
と
を
人
間
の
使
命
と
し
て
求
め
た
の
で
あ
る
。
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グ
ツ
コ
ー
の
主
張
は
こ
う
だ
。
自
分
は
神
の
正
義
が
歴
史
に
顕
れ
る
と
は
思
わ
な

い
。
も
し
、
実
際
に
歴
史
が
神
の
裁
き
の
記
録
で
あ
る
な
ら
、
犯
罪
者
が
裁
か
れ

ず
に
放
置
さ
れ
る
わ
け
は
な
い
。
犠
牲
者
の
無
念
が
晴
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
詩
句
の

正
し
さ
は
証
明
で
き
な
い
。
グ
ツ
コ
ー
が
こ
の
詩
句
を
引
用
す
る
の
は
、
ヘ
ー
ゲ

ル
を
批
判
す
る
た
め
で
あ
る
。
彼
の
歴
史
哲
学
が
権
力
者
の
犯
罪
と
責
任
を
免
除

し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
権
力
犯
罪
の
例
と
し
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
と
ロ
ベ

ス
ピ
エ
ー
ル
を
挙
げ
て
い
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
彼
ら
を
積
極
的
に
免
責
し
た
事
実

は
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
異
端
審
問
に
触
れ
た
一
節
で
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世

以
降
の
ス
ペ
イ
ン
王
た
ち
」
が
ア
ラ
ゴ
ン
な
ど
の
地
域
に
残
っ
て
い
た
「
数
々
の

個
別
的
権
利
と
特
権
」
を
「
完
全
に
抑
圧
し
た
」
と
述
べ
て
い
る� 

。
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
独
立
戦
争
に
つ
い
て
も
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
信
仰
に

よ
っ
て
団
結
す
る
市
民
階
級
に
よ
っ
て
打
ち
破
ら
れ
る
歴
史
の
敗
退
者
と
捉
え
て

い
る
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
恐
怖
政
治
も
「
主
観
的
な
美
徳
」
に
基
づ
く
「
こ
の

上
な
く
恐
ろ
し
い
専
制
」
だ
と
見
な
し
、「
こ
の
よ
う
な
専
制
は
滅
び
る
ほ
か
な
か
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る� 

。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
個
々
の
事
象
や
事
件
を
世
界
精
神

の
自
己
運
動
の
反
映
と
し
て
捉
え
る
た
め
、
個
人
の
責
任
を
問
う
こ
と
は
し
な
い
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
の
専
制
も
旧
体
制
の
代
表
者
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
彼
の
道
徳
性

や
人
格
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
暴
虐
に
し
て
も
あ
く

ま
で
主
観
的
な
自
由
の
追
求
の
結
果
で
あ
り
、
猜
疑
心
、
凡
庸
と
い
っ
た
個
人
の

性
質
は
関
心
の
外
に
あ
る
。

シ
ラ
ー
の
詩
句
は
こ
の
よ
う
に
様
々
な
文
脈
で
引
用
さ
れ
利
用
さ
れ
た
が
、
そ

れ
は
元
来
歴
史
の
言
説
で
は
な
い
。
歴
史
の
重
要
性
を
説
く
格
言
で
も
な
い
。

一
七
八
六
年
に
文
芸
誌
『
タ
ー
リ
ア
』
に
発
表
さ
れ
た
『
あ
き
ら
め
』（
こ
の
詩
は

通
常
こ
う
訳
さ
れ
る
が
、
原
題
の>Resignation<

は
自
己
を
放
棄
し
神
の
意
に

従
う
こ
と
を
意
味
す
る
）
の
一
節
で
あ
る
。「
幻
想
」
と
い
う
副
題
が
示
す
よ
う
に
、

幻
想
的
な
内
容
で
あ
る
。
死
ん
だ
男
が
冥
界
に
架
か
る
「
暗
い
橋
」
の
上
で
自
ら

の
運
命
を
嘆
い
て
い
る� 

。
男
は
幸
福
を
約
束
さ
れ
て
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
楽
園
に
生

ま
れ
た
も
の
の
、
人
生
の
春
は
長
く
は
続
か
ず
、
涙
の
多
い
人
生
を
歩
ん
で
き
た
。

彼
は
今
、
霊
た
ち
の
母
で
あ
る
永
遠
の
女
神
に
向
か
っ
て
、
誕
生
の
際
与
え
ら
れ

た
「
幸
福
へ
の
委
任
状
」
を
「
封
を
切
ら
ず
に
」
返
そ
う
と
言
う� 

。
人
生
の
喜
び

の
何
た
る
か
も
知
ら
ぬ
う
ち
に
、
生
命
の
松
明
を
消
さ
れ
た
の
だ
。「
別
の
人
生
で

そ
の
分
支
払
う
か
ら
、
お
前
の
青
春
を
私
に
お
く
れ
。」「
お
前
の
心
に
と
っ
て
か

く
も
大
切
な
女
で
あ
る
ラ
ウ
ラ
を
私
に
お
く
れ
。
墓
場
の
向
こ
う
側
で
、
お
前
の

苦
し
み
は
十
二
分
の
利
息
を
生
む
だ
ろ
う� 

。」
こ
れ
が
女
神
の
約
束
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
従
っ
て
青
春
と
愛
す
る
ラ
ウ
ラ
を
手
放
し
た
。
こ
れ
を
見
て
世
間
は
散
々
に

嘲
り
、
罵
る
。
お
前
の
信
じ
る
神
々
は
、「
病
ん
だ
世
界
の
計
画
が
狡
猾
に
考
え
出

し
た
偽
り
の
救
い
主
」
だ
。「
お
前
が
自
慢
げ
に
吹
聴
す
る
永
遠
」
と
や
ら
は
、「
良

心
の
不
安
と
い
う
虚
ろ
な
鏡
に
映
し
出
さ
れ
た
我
々
自
身
の
恐
怖
の
巨
大
な
影
」

に
す
ぎ
な
い
。
熱
に
う
か
さ
れ
た
お
前
の
妄
想
が
「
不
死
」
と
呼
ぶ
の
は
、「
墓
穴

の
冷
た
い
住
ま
い
に
漂
う
希
望
の
香
気
に
騙
さ
れ
て
生
者
の
姿
だ
と
思
い
込
ん
だ

偽
り
の
幻
影
、
時
代
の
ミ
イ
ラ
」
に
他
な
ら
な
い� 

。「
希
望
と
引
き
替
え
に
」「
お

前
は
確
か
な

0

0

0

財
産
を
引
き
渡
し
た
の
か
。」
六
千
年
も
の
間
た
だ
の
一
度
で
も
「
墓

穴
か
ら
現
れ
て
果
報
を
与
え
る
女
神
の
存
在
を
告
げ
た
死
人
が
い
た
だ
ろ
う
か
？� 

」

男
は
世
間
の
嘲
り
に
耳
を
貸
さ
な
い
。
神
々
の
約
束
を
堅
く
信
じ
て
い
た
か
ら

だ
。
男
は
今
、
女
神
の
座
る
裁
き
の
玉
座
の
前
に
身
を
投
げ
出
し
て
、
約
束
の
報

償
を
求
め
る
。
そ
の
時
、
耳
元
で
声
が
囁
く
。「
私
は
子
供
た
ち
を
同
じ
よ
う
に
愛
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「
世
界
史
は
世
界
の
審
判
な
り
」 

│ 

シ
ラ
ー
の
詩
句
と
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
歴
史
哲
学 

│ （
寺
岡
）

（27）

し
て
い
る
の
だ
よ
」
と� 

。
姿
は
見
え
な
い
が
守
護
神
の
声
で
あ
る
。
声
は
男
に
世

界
の
秘
密
を
語
る
。

賢
い
発
見
者
の
た
め
に
二
本
の
花
が
咲
い
て
い
る
。

花
の
名
は
希
望

0

0

と
享
楽

0

0

。

こ
の
花
の
一
本
を
手
折
っ
た
者
は

も
う
一
本
の
姉
妹
の
花
を
望
ん
で
は
な
ら
な
い
。

信
じ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
者
が
人
生
を
楽
し
め
ば
よ
い
。

こ
の
教
え
は
世
界
と
同
じ
よ
う
に
永
遠
で
あ
る
。

信
じ
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
我
慢
せ
よ
。

世
界
の
歴
史
が
世
界
の
審
判
な
の
だ� 

。

人
生
に
は
選
択
が
あ
る
。
希
望
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
。
希
望
を
捨
て
れ
ば
人

生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
希
望
を
持
つ
者
は
人
生
の
享
楽
を
あ
き
ら
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
男
は
女
神
の
言
葉
を
信
じ
て
別
の
世
で
の
報
償
を
期
待
し
た
。

そ
の
た
め
に
青
春
と
愛
す
る
女
を
失
っ
た
。
男
に
約
束
さ
れ
た
幸
福
と
は
実
は
期

待
し
信
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
女
神
を
信
じ
来
世
の
幸
福
に
期
待
し
な
が
ら
死
ん

だ
の
だ
か
ら
、
約
束
は
守
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。「
ほ
う
び
は
支
払
わ
れ
た� 

」
の
で

あ
る
。

以
上
が
詩
の
内
容
で
あ
る
。『
あ
き
ら
め
』
は
教
訓
詩
で
あ
る
。
来
世
の
至
福
と

現
世
の
幸
福
を
秤
に
か
け
取
引
し
よ
う
と
し
た
男
の
功
利
的
な
考
え
が
批
判
さ
れ

る
。
天
国
に
入
る
た
め
に
享
楽
を
断
念
す
る
と
い
う
傾
向
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
広

く
見
ら
れ
た
し
、
教
会
も
信
者
の
こ
う
し
た
心
情
を
利
用
し
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト

教
に
対
す
る
批
判
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
詩
句
は
最
後
の
審
判
の
実
在
性
を
否

定
し
て
い
る
。
彼
岸
も
し
く
は
霊
界
の
存
在
自
体
が
あ
や
ふ
や
で
あ
る
。
永
遠
と

い
う
名
の
世
界
の
母
は
姿
を
現
さ
な
い
。
裁
き
や
果
報
も「
あ
の
星
」（
地
球
の
こ
と
）

で
人
々
が
信
じ
る
「
明
朗
な
伝
説
」
に
す
ぎ
な
い� 

。
彼
に
真
実
を
告
げ
る
の
は
目

に
見
え
ぬ
守
護
神
の
声
、
言
う
な
れ
ば
彼
自
身
の
内
声
で
あ
る
。
青
春
と
ラ
ウ
ラ

を
め
ぐ
る
女
神
と
の
や
り
と
り
も
男
の
思
い
込
み
か
幻
聴
で
あ
ろ
う
。「
幻
想
」
と

い
う
副
題
は
そ
う
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
希
望
や
信
仰
に
報
償
は
な
い
、

望
み
を
持
つ
こ
と
、
救
済
を
信
じ
る
こ
と
自
体
が
人
生
の
幸
福
で
あ
る
と
守
護
神

は
説
く
。
こ
の
幸
福
の
た
め
に
人
は
進
ん
で
享
楽
を
放
棄
す
べ
し
。
人
の
生
は
死

に
よ
っ
て
完
結
す
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
守
護
神
の
台
詞
に
問
題
の
詩
句
は
い
さ
さ
か
そ
ぐ
わ
な
い
。

独
立
し
て
読
め
ば
、
明
ら
か
に
歴
史
哲
学
的
な
意
味
を
帯
び
る
か
ら
だ
。
人
間
の

歴
史
と
神
の
審
判
を
同
一
視
す
る
言
説
と
な
る
。die W

eltgeschichte

（
世
界
の

歴
史
）
とdas W

eltgericht

（
世
界
の
審
判
）
は
音
が
似
て
い
る
。
後
者
に
は
最

後
の
審
判
の
意
味
が
あ
り
、
前
者
のW

elt

（
世
界
）
は
世
俗
の
意
味
が
あ
る
。
音

の
類
似
性
と
意
味
上
の
対
比
性
、
つ
ま
り
は
言
葉
の
遊
戯
で
あ
る
。
シ
ラ
ー
が
こ

れ
を
思
い
つ
い
た
の
は
歴
史
に
対
す
る
関
心
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
は
『
あ
き
ら
め
』

に
は
歴
史
哲
学
の
用
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
お
前
の
信
じ
る
神
々
な
ど
「
病
ん
だ

世
界
の
計
画
が
狡
猾
に
考
え
出
し
た
偽
り
の
救
い
主
」
だ
と
い
う
嘲
笑
者
た
ち
の

悪
罵
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。「
世
界
の
計
画
」（W

eltplan

）
は
歴
史
哲
学
の
重

要
な
概
念
で
あ
る
。
自
然
や
歴
史
を
含
む
世
界
の
生
成
や
変
異
は
隠
れ
た
計
画
の

作
用
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
計
画
を
立
て
る
の
は
神
や
霊
な
ど
の
超
自
然
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的
存
在
で
あ
る
。
例
と
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
現
代
と
い
う
時
代
の
特
徴
』
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、
歴
史
を
構
成
す
る
様
々
な
時
代
は
互

い
に
関
係
し
て
い
る
。
あ
る
時
代
の
あ
り
方
は
先
行
す
る
時
代
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
は
人
間
の
歴
史
を
決
定
す
る
計
画
の
実
現
形
態
で

あ
る
。「
世
界
の
計
画
は
歴
史
の
統
一
体
の
中
で
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

人
類
の
地
上
生
活
の
主
要
な
時
代
は
完
全
に
こ
の
計
画
か
ら
派
生
す
る� 

。」
シ
ラ
ー

も
こ
の
言
葉
を
度
々
使
っ
て
い
る
。『
人
間
の
動
物
的
性
質
と
精
神
的
性
質
の
関
係

に
つ
い
て
』
と
い
う
一
八
〇
〇
年
の
論
文
で
は
、「
世
界
の
計
画
を
観
察
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
人
間
の
様
々
な
能
力
を
訓
練
す
る
」
こ
と
が
、
人
間
の
道
徳
的
・
肉
体

的
完
成
を
目
指
す
人
々
の
共
通
の
認
識
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る� 

。
人
間
は
自
然
か

ら
与
え
ら
れ
た
能
力
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
養
う
こ
と
で
自
己
を
確
立
し
完
成
さ
せ

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
目
印
と
な
る
の
が
「
世
界
の
計
画
」
で
あ

る
。
世
界
が
人
間
を
生
み
出
し
た
意
味
と
目
的
を
読
み
取
り
、
世
界
の
意
図
に
従
っ

て
自
己
の
肉
体
的
・
精
神
的
完
成
を
目
指
す
。「
世
界
の
計
画
」
は
「
自
然
の
計
画
」

（N
aturplan

）
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
シ
ラ
ー
は
イ
エ
ナ
大
学
で
の
講
義
で
人

間
の
進
化
は
「
自
然
の
計
画
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
自
然
の
静
か
な
手
が
す

で
に
世
界
の
始
ま
り
よ
り
人
間
の
能
力
を
発
展
さ
せ
、
か
か
る
偉
大
な
自
然
の
計

画
の
実
現
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
何
が
獲
得
さ
れ
る
か
を
正
確
に
示
し
て

い
る� 

。」

「
世
界
の
計
画
」
あ
る
い
は
「
自
然
の
計
画
」
に
つ
い
て
の
シ
ラ
ー
の
議
論
を
踏

ま
え
れ
ば
、『
あ
き
ら
め
』
に
出
て
く
る
「
病
ん
だ
世
界
の
計
画
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
世
界
の
計
画
」
と
い
う
の
は
、
自
然
や
歴
史
、

人
間
の
運
命
や
使
命
に
か
か
わ
る
天
の
計
画
で
あ
る
。
本
質
的
に
理
性
的
で
あ
る

べ
き
こ
の
「
計
画
」
が
病
的
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
病
ん
だ
世
界
と
は
不
条

理
の
世
界
で
あ
る
。
光
や
希
望
の
な
い
世
界
で
あ
る
。
こ
こ
に
生
き
る
人
間
に
偽

り
の
救
い
主
が
現
れ
る
。
神
々
と
い
う
虚
像
で
あ
る
。「
病
ん
だ
世
界
の
計
画
」
と

は
嘲
笑
者
た
ち
の
台
詞
だ
が
、
彼
ら
が
代
弁
す
る
の
は
物
質
主
義
的
な
人
生
観
で

あ
る
。
彼
ら
は
「
神
々
」
を
否
定
し
、「
永
遠
」
を
否
定
す
る
。「
不
死
」
も
「
未

来
」
も
否
定
す
る
。
拠
り
所
と
す
る
の
は
感
覚
と
欲
望
、「
確
か
な
財
産
」
だ
け
で

あ
る
。
彼
ら
は
理
想
や
理
念
を
信
じ
な
い
。
観
念
論
者
で
あ
る
シ
ラ
ー
が
こ
の
よ

う
な
立
場
を
是
認
す
る
わ
け
は
な
い
。
理
想
や
希
望
の
な
い
享
楽
な
ど
幸
福
の
感

情
を
生
む
は
ず
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
考
え
は
守
護
神
を
通
し
て
表
明
さ
れ

る
。「
世
界
の
歴
史
が
世
界
の
審
判
な
の
だ
」
と
い
う
詩
句
に
よ
っ
て
、
シ
ラ
ー
は

「
最
後
の
審
判
」を
否
定
し
な
が
ら
、人
間
の
歴
史
や
日
々
の
営
み
に「
自
然
の
計
画
」

が
息
づ
い
て
い
る
と
告
げ
る
の
で
あ
る
。
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